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６
月
７
日（
火
）、
令
和
４
年
度
の
定

時
総
会
を
京
都
府
医
師
会
館
に
て
開

催
、
当
日
は
会
員
病
院
か
ら
26
名
が
出

席（
委
任
状
16
通
）。
令
和
４
年
度
事
業

計
画
、
令
和
４
年
度
予
算
が
報
告
さ
れ

る
と
と
も
に
４
題
の
議
事
を
上
程
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
辰
巳
会
長
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生

し
て
２
年
が
経
過
し
、
今
春
に
は
感
染

力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
で
混

乱
を
き
た
し
た
も
の
の
、
現
状
は
一
定

の
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
府

病
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
舵
が
切
れ
る
よ
う
期
待
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
着
実
に
近
づ
い
て
い
る
２
０

２
５
年
問
題
、
２
０
４
０
年
問
題
、
医

師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
触
れ
る
と

と
も
に
、
平
時
と
非
常
時
に
対
応
で
き

る
新
興
感
染
症
に
備
え
ら
れ
る
医
療
提

供
体
制
が
構
築
で
き
る
よ
う
な
地
域
医

療
構
想
の
進
め
方
の
議
論
が
必
要
と
の

見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
通
常
会
費
を
承
認

　

総
会
で
は
令
和
４
年
度
通
常
会
費
の

徴
収
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
昨

今
の
厳
し
い
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
、

非
常
に
切
迫
し
た
財
政
状
況
の
中
、
今

後
も
引
き
続
き
会
員
病
院
へ
の
サ
ポ
ー

ト
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
前
年
に
引

き
続
き
６
０
，０
０
０
円
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、令
和
３
年
度
事
業
報
告
・

決
算
に
つ
い
て
も
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

香
川
惠
造
幹
事
よ
り
会
計
監
査
が
行
わ

れ
た
後
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
号
議
案
と

し
て
、
理
事
の
選
任
が
上
程
さ
れ
、

の
２
名
が
新
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
４
年
度
定
時
総
会
を
開
催

令
和
４
年
度
定
時
総
会
を
開
催

一般
社
団
法
人 

京
都
府
病
院
協
会 

理
事・監
事

任
期
：
令
和
４
年
６
月
定
時
総
会
〜
令
和
５
年
６
月
定
時
総
会

会　

長　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

副
会
長　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

理　

事　

岩
　
本
　
一
　
秀

（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

池
　
田
　
栄
　
人

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

小
　
野
　
晋
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

梶
　
　
　
龍
　
兒

（
国
立
病
院
機
構 

宇
多
野
病
院
）

理　

事　

黒
　
田
　
啓
　
史

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

小
　
池
　
　
　
薫

（
国
立
病
院
機
構 

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

佐
　
藤
　
敦
　
夫

（
国
立
病
院
機
構 

南
京
都
病
院
）

理　

事　

水
　
野
　
敏
　
樹

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

吉
　
岡
　
隆
　
一

（
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

吉
　
田
　
憲
　
正

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

監　

事　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

監　

事　

香
　
川
　
惠
　
造

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

水
　
野
　
敏
　
樹 

先
生

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

佐
　
藤
　
敦
　
夫 

先
生

（
国
立
病
院
機
構
南
京
都
病
院
）

＜報告＞
１．令和４年度一般社団法人京都府病院協会事業計画について
２．令和４年度一般社団法人京都府病院協会予算について

＜議事＞
第１号議案　令和３年度一般社団法人京都府病院協会事業報告に関する件
第２号議案　令和３度度一般社団法人京都府病院協会決算に関する件
第３号議案　令和４年度一般社団法人京都府病院協会通常会費の徴収に関する件
第４号議案　一般社団法人京都府病院協会役員の選出に関する件

60,000円
令和４年度 通常会費

令和４年度の通常会費につきましては去る
６月７日（火）に開催されました 「令和４年
度定時総会」 におきまして、以下の通り
承認されましたのでお知らせいたします。

令和4年度
通常会費について

辰巳会長
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長
谷
川
氏
は
、
冒
頭
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
や
入
院
患

者
数
等
に
つ
い
て
概
説
し
、
第
７
回
第

８
次
医
療
計
画
等
に
関
す
る
検
討
会
資

料
「
第
８
次
医
療
計
画
、
地
域
医
療
構

想
等
の
検
討
・
取
組
に
当
た
っ
て
」
に

つ
い
て
説
明
、
現
状
の
厚
労
相
の
見
解

と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
医
療
構
想
に
係
る

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
し
て
、
人
口
動
態

や
マ
ン
パ
ワ
ー
、医
師
数
等
の「
人
」と
、

国
民
医
療
費
等
「
金
」
の
問
題
に
つ
い

て
言
及
し
た
上
で
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
触
れ
、
現
状
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
へ
の
対
応
と
を
絡
め
て
説
明
、

医
療
計
画
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
等
の
支
援
に
つ
い
て
も
説
明
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
後
の
医
療
、
介
護
に
つ
い

て
は
高
齢
化
に
伴
い
、
特
に
慢
性
期
医

療
、
介
護
需
要
は
増
大
で
あ
る
上
に
、

病
床
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
医
療
介

護
資
源
の
増
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か

ら
地
域
で
改
題
を
抽
出
し
、
地
域
で
解

決
策
を
導
き
出
す
必
要
が
あ
る
と
の
見

解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ア
ー
か
ら
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
関
し
て
、
宿
日
直
許
可
が
取
得
で

き
れ
ば
２
０
２
４
年
の
ス
タ
ー
ト
の

ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
い
も
の
の
、

２
０
３
５
年
の
暫
定
特
例
水
準
の
解
消

は
医
師
の
仕
事
の
構
造
改
革
が
必
要
に

な
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
長
谷
川
氏
か
ら
は
各

医
療
機
関
、
宿
日
直
許
可
を
取
り
に
行

く
覚
悟
を
持
つ
よ
う
求
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
現
状
、
京
都
よ
り
も
厳
し
い
地

域
が
あ
る
と
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
つ

つ
動
向
を
注
視
す
る
よ
う
呼
び
か
け

た
。
ま
た
、
暫
定
特
例
水
準
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
応
召
義
務
の
観
点
か
ら
、

労
働
時
間
の
管
理
が
求
め
ら
れ
る
と

し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
応
召
義
務
を
病
院

に
課
し
て
い
る
州
が
あ
る
こ
と
、ま
た
、

医
師
を
個
人
事
業
主
と
み
な
し
て
自
身

で
管
理
す
る
よ
う
な
措
置
等
を
例
に
挙

げ
、
２
０
３
５
年
ま
で
継
続
し
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
で
十
分
な
対

応
が
で
き
て
い
な
い
と
の
見
解
を
示
し

つ
つ
も
、
京
都
府
と
し
て
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
の
中
で
の
進
捗
状
況
の
確

認
と
各
水
準
の
指
定
に
つ
い
て
、
２
年

間
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
意
向

を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
都
で
は
私
立
病
院
協
会
が

請
け
負
っ
て
い
る
「
勤
務
環
境
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
の
促
進
に
つ
い

て
勧
奨
す
る
と
と
も
に
宿
日
直
の
届
け

出
等
の
際
の
相
談
窓
口
と
し
て
利
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
状
抱
え
て
い
る
問
題
と
し
て
、「
高

齢
者
像
に
伴
う
医
療
介
護
需
要
の
増

大
」「
少
子
高
齢
化
、疾
病
構
造
の
変
化

に
伴
う
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
」「
地
域

の
状
況
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
律

の
対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と
」「
全
国

的
な
更
な
る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
」
を
示

し
た
上
で
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
有
識
者

に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
処
方
箋
が
「
地
域

包
括
ケ
ア
」「
地
域
医
療
構
想
」
で
あ
る

と
の
見
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

概
説
さ
れ
る
と
と
も
に
病
床
機
能
ご
と

の
病
床
数
の
推
移
が
示
さ
れ
た
上
で
、

　

令
和
４
年
３
月
19
日（
土
）、
京
都
府

立
医
科
大
学
図
書
館
ホ
ー
ル
＋
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
京
都
府

立
医
科
大
学
と
京
都
府
病
院
協
会
と
の

共
催
で
「
看
護
師
特
定
行
為
研
修
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
で
は
「
医
師
免

許
を
保
有
し
て
い
な
く
と
も
実
施
可
能

な
業
務
」
を
他
職
種
に
移
管
し
、
医
師

は
「
医
師
で
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い

業
務
」
に
特
化
す
る
「
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ

ン
グ
」
の
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
外
科
術
後
管
理
、
術
中
麻

酔
管
理
、
救
急
領
域
な
ど
の
特
定
行
為

を
実
施
で
き
る
看
護
師
を
育
成
し
、
そ

の
活
動
を
院
内
で
支
援
し
て
い
く
こ
と

は
各
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
の
質
の

向
上
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
京
都
府
病
院
協
会
は
京
都

府
立
医
科
大
学
と
と
も
に
、
特
定
行
為

研
修
制
度
を
臨
床
現
場
に
定
着
さ
せ
、

そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
仕
組
み
の

議
論
や
方
策
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と

地
域
医
療
計
画
・
構
想
に
つ
い
て

「
看
護
師
特
定
行
為

　
　

研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

京
都
府
病
院
協
会
定
時
総
会
に
引
き
続
き
、

京
都
府
健
康
福
祉
部
長 

長
谷
川 

学
氏
を
招
き
特
別
講
演
会
を
開
催

京
都
府
病
院
協
会
定
時
総
会
に
引
き
続
き
、

京
都
府
健
康
福
祉
部
長 

長
谷
川 

学
氏
を
招
き
特
別
講
演
会
を
開
催

京
都
府
立
医
科
大
学
・
京
都
府
病
院
協
会 

共
催

京
都
府
立
医
科
大
学
・
京
都
府
病
院
協
会 

共
催

長谷川氏 辰巳会長
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画
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
京
都
府
立
医
科
大
学

看
護
実
践
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
長

の
吉
岡
さ
お
り
氏
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

の
研
修
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る

e-learning

や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

に
向
け
た
演
習
等
の
受
講
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
、
研
修
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
研
修
を
通

し
て
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、
と

り
わ
け
役
割
開
発
の
ス
キ
ル
・
他
職
種

連
携
の
ス
キ
ル
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
滋
賀
医
科
大
学
医
学

部
付
属
病
院　

副
院
長
・
看
護
部
長
の

小
寺
利
美
氏
を
お
迎
え
し
、
特
定
行
為

研
修
修
了
者
の
働
き
方
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
定
行
為
の
内
容
や
特
定
看
護
師
を

取
り
巻
く
課
題
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
進

ま
な
い
状
況
が
示
さ
れ
た
上
で
、
特
定

看
護
師
が
も
た
ら
す
教
育
的
効
果
や
医

師
の
理
解
・
連
携
を
得
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

な
る
課
題
と
し
て
、
患
者
の
治
療
と
生

活
の
両
面
に
対
応
で
き
る
こ
と
が（
特

定
）看
護
師
の
役
目
で
あ
る
と
し
て
、

特
定
行
為
で
の
安
全
性
の
担
保
、
質
の

担
保
が
で
き
る
教
育
体
制
の
整
備
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
特
定
行
為
研
修
修
了

者
の
活
動
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は

４
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
京
都
中
部

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
立
医
科

大
学
の
施
設
の
「
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
状
況
」「
修
了
生
に
よ

る
実
践
状
況
」
に
つ
い
て
情
報
を
提
供

い
た
だ
き
全
体
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
現
地
参
加

＋
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

の
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
特
定
行
為
研
修
に
興
味
の
あ
る
看

護
師
・
管
理
者
な
ら
び
に
修
了
看
護
師

の
い
る
施
設
の
管
理
者
な
ど
多
く
の
参

加
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
実
り
あ
る
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

【司会】

【全体討論】

◆開会挨拶 京都府立医科大学附属病院 病院長　夜久　　 均

◆閉会挨拶 京都府病院協会　副会長　小　林　　　裕

１）京都中部総合医療センターの現状
施設のリソースとしてのマネジメント状況

京都中部総合医療センター　病院長　辰巳　 哲也
修了生による実践状況

京都中部総合医療センター　副看護師長　塩貝　 麻紀
２）京都府立医科大学附属病院の現状

施設のリソースとしてのマネジメント状況
京都府立医科大学附属病院　副病院長兼看護部長　藤本 早和子

修了生による実践状況
京都府立医科大学附属病院　副看護師長　竹中　 千恵

◆第２部　『シンポジウム』 ～特定行為研修修了者の活動支援～

◆第１部　『講演』
●基調講演

看護実践キャリア開発センター　センター長　　　 　　　
京都府立医科大学 医学部看護学科　がん看護学　准教授　吉岡 さおり

「京都府立医科大学看護実践キャリア開発センターでの
研修について」

●招待講演（40分）

滋賀医科大学医学部付属病院　副院長・看護部長　小寺　 利美
「特定行為研修修了者の働き方をマネジメントする」

看護師特定行為研修セミナー プログラム

［司会進行］　 京都府病院協会　副会長　若園　 𠮷裕
京都府立医科大学医学部看護学科　講師　越智　 幾世

（3）2022年（令和 4年）7月13日 京都府病院協会ニュース 第22号



令
和
４
年
度
事
業
計
画
基
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方
針

令
和
４
年
度
事
業
計
画
基
本
方
針

制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
医
師
の
働
き
方
改
革
が
２

０
２
４
年
に
迫
っ
て
い
る
状
況
で
、
各

医
療
機
関
で
は
勤
務
医
の
正
確
な
労
働

時
間
の
把
握
、
労
働
と
研
鑽
の
区
別
、

当
直
許
可
の
見
直
し
な
ど
多
く
の
課
題

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
最
中
か
と
思
い

ま
す
。
改
正
医
療
法
に
は“

地
域
の
実

情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
の
確
保
”

が
そ
の
骨
子
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
は
異
な
る
地
域
事
情
を
抱
え

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
律
に

労
働
時
間
を
短
縮
す
る
議
論
が
強
調
さ

れ
る
こ
と
の
危
う
さ
も
感
じ
ま
す
。
一

方
で
、
過
重
労
働
医
師
に
対
す
る
健
康

配
慮
は
言
う
ま
で
も
な
く
是
正
す
べ
き

課
題
で
す
。
今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入

れ
た
労
働
時
間
管
理
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト

／
シ
ェ
ア
と
し
て
の
医
療
事
務
作
業
補

助
者
、
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
多
く
の

専
門
職
種
の
協
力
、
変
形
労
働
時
間
制

の
導
入
な
ど
、
病
院
が
決
断
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
改
革
が
多
々

待
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
で
は
「
タ
ス
ク

シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
の
重
要
性
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
京
都
府
病
院
協
会
で
は
今

年
度
も
特
定
行
為
研
修
制
度
を
臨
床
現

場
に
定
着
さ
せ
、
そ
の
活
動
を
支
援
し

て
い
く
仕
組
み
の
議
論
や
方
策
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
す
。
是
非
、

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
興
感
染
症
が
第
８
次
医
療
計
画
に

組
み
込
ま
れ
よ
う
と
す
る
中
、
地
域
医

療
構
想
の
実
現
に
向
け
て
議
論
が
再
開

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
を
経
験
し
、
重
症
患
者
へ
の
対

応
を
含
め
た
病
床
設
備
や
人
的
資
源
が

不
足
し
た
教
訓
を
活
か
し
、
日
本
に
お

け
る
感
染
症
へ
の
対
応
概
念
を
一
新
し

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
来
医
療
機
能
も
分
化
・
連
携
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

「
平
時
と
非
常
時
の
医
療
提
供
体
制
の

確
保
」
を
目
指
し
て
、
公
立
・
私
立
な

ど
設
立
母
体
の
多
様
性
を
超
え
た
前
向

き
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に

お
い
て
も
重
点
課
題
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
医
師
の
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
病
院
経
営
に
お
い
て
京
都
府

病
院
協
会
が
行
っ
た
会
員
病
院
へ
の

“

令
和
２
年
度
経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査”

か
ら
は
、
一
年
間
を
通
じ
て
外
来
・
入

院
と
も
に
診
療
抑
制
が
続
き
、
年
間
の

医
業
利
益
が
大
き
く
抑
制
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
支
援
金
に
よ
り

損
失
が
補
わ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
緊
急
支
援
事
業
補
助
実
施
医
療
機

関
の
収
支
デ
ー
タ
分
析
な
ど
が
提
示
さ

れ
コ
ロ
ナ
対
応
へ
の
補
助
金
が
注
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
国
に
は
献
身
的
に
コ

ロ
ナ
に
対
応
し
て
い
る
医
療
機
関
等
へ

の
十
分
な
支
援
策
を
引
き
続
き
継
続
し

て
頂
く
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
状
況
を
鑑
み
、
京

都
府
病
院
協
会
で
は
会
員
病
院
へ
の
経

営
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
令
和
３
年
度
も

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

W
ith/A

fter

コ
ロ
ナ
時
代
・
少
子
超

高
齢
時
代
に
お
け
る
医
療
を
取
り
巻
く

環
境
は
誠
に
厳
し
く
、
疾
病
構
造
の
変

化
と
変
容
す
る
社
会
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
を
見
極
め
、
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
医
療
を
担

う
病
院
と
し
て
の
役
割
・
連
携
を
明
確

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
京
都
府
病
院
協
会
は
、
京
都
府
医

師
会
や
京
都
私
立
病
院
協
会
な
ど
の
医

療
団
体
と
一
致
団
結
し
て
直
面
す
る
課

題
解
決
に
当
た
り
、
今
後
も
京
都
府
の

安
定
し
た
医
療
提
供
体
制
構
築
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
一
刻
も
早
く
終
息
す
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
会
員
病
院
の
先
生

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
度
も
さ

ら
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
い
体
制
の
確
保
）、
患
者
急
増
時
に

お
け
る
下
り
搬
送
の
さ
ら
な
る
充
実

（
病
病
連
携
・
病
診
連
携
）、
ワ
ク
チ
ン

の
早
急
な
追
加
接
種
（
交
差
接
種
を
含

め
た
普
及
促
進
）
な
ど
、“

京
都
府
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
課
題”

が
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
訓
を
活
か
し
て

次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
第
７
波
）
を

想
定
し
た
対
策
の
構
築
や
コ
ロ
ナ
禍
で

経
験
し
た
様
々
な
課
題
を
地
域
医
療
構

想
・
第
８
次
医
療
計
画
に
活
か
す
議
論

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
期
待
し
ま

す
。

　
「
感
染
者
が
急
増
し
た
際
の
診
療
体

制
の
確
保
」
と
「
医
療
従
事
者
を
含
め

た
社
会
機
能
維
持
者
の
確
保
」
を
念
頭

に
置
い
た
医
療
提
供
体
制
を
目
指
し

て
、
今
後
も
行
政
と
医
療
関
係
団
体
が

一
致
団
結
し
て
感
染
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
京
都
府
病

院
協
会
で
は
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
策

の
一
環
で
の
「
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
研
修
会
」
を

京
都
府
や
大
学
、
基
幹
病
院
と
共
同
で

企
画
し
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
是
非
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
は
「
良
質
か
つ

適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体

　

２
０
１
９
年
12
月
以
降
、
中
国
武
漢

市
か
ら
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
全
世
界
で
感
染
が
拡
大

し
、
日
本
で
も
第
１
例
目
の
感
染
者
の

発
生
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
、
２
０
２

２
年
２
月
末
で
の
感
染
者
数
は
４
９
０

万
人
、
死
亡
者
数
２
３
，０
０
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
第
１
波
か
ら
第
６
波
の

今
日
に
至
る
ま
で
医
療
現
場
の
最
前
線

で
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
医
療
従
事
者
す

べ
て
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
感
染
拡
大
を
生
じ
さ

せ
な
が
ら
社
会
生
活
・
社
会
経
済
と
と

も
に
医
療
提
供
体
制
に
深
刻
な
打
撃
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
各
波
の
特
徴
に
よ

り
医
療
体
制
に
与
え
た
影
響
は
違
い
ま

す
が
、
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
６
波
で
は
、
強
い

感
染
力
に
よ
り
若
年
層
か
ら
高
齢
者
・

小
児
ま
で
感
染
者
が
急
増
し
、
全
国
レ

ベ
ル
で
医
療
が
逼
迫
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経

験
し
、医
療
従
事
者
に
お
け
る
感
染
者
・

濃
厚
接
触
者
の
取
り
扱
い
（
待
機
期

間
）、
コ
ロ
ナ
以
外
の
救
急
診
療
体
制

の
維
持
（
通
常
の
救
急
診
療
が
逼
迫
し
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